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	「夏」は暑いもの。とは言え近年の暑さは、生命を脅かすレベルです。教育・保育の現場においても、夏の活動について、再考が図られています。「出来なくなる」「出来なくなった」ではなく「どうしたら出来るか」「新しく何が出来るか」と言うマインドで、これまでを生かしながら、変化と上手に向き合い、子ども達の成長の最善の利益を、守って参ります。�　いよいよ「おらがまち」の開催が迫ってきました。準備等がスムーズに進んでいるのも、地域の皆様のご理解、そしてスマイルレンジャーの皆様のご協力のおかげです。本当にありがとうございます。地域×OURS館山＝おらがまちをコンセプトに、園だけでなく、みんなで元気に盛り上がっていければと思います。あとは当日の天気のみ。暑すぎるのも困りますが、台風はもっと困ります。皆様、てるてる坊主の作成を、よろしくお願い致します。�

